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〔鑑定余話〕
犯人(ホシ)とぶどう
鑑定は法医学の実践の場である。特に本部事件では死
体の解剖を中心に，これと直接，間接係りのある物体の
鑑定が行なわれて，その成績は捜査の結果の是非を判断
する重要な資料とされるわけである。“土気の老婆殺
し"事件では糞便の鑑定結果が犯人の足取りを推定する
重要な資料となった。
土気町は丘陵に固まれた起伏の多い町である ・その0
年，町の中心部から遠く離れた大椎部落の夏は濯木のし
げみに埋れて，草いきれと蝉しぐれの中にあった。部落
のはずれに住む独り居の老婆が拒殺死体となって発見さ
れたのは昭和 34年8月 12日の午後のことである。被疑
者不明による殺人事件，もちろん本部事件である。丘陵
の聞にひっそりと沈んでいた部落にも人の往き来がにわ
かにはげしくなったが， 5日， 6日と日が過ぎて，月が
変っても犯人を追う捜査の輪は縮まらなかった。
ところが，刑事の眼に漸く焦りの磐が見えた時，捜査
本部に一人の男の名がもたらされた。住所不定，前科二
犯，某であった。事件発生当時現場付近で姿をみかけた
というのである。日ごろ他所ものの姿をみない土地柄だ
けに，捜査本部では重要参考人として出頭を求め，刑事
の尋問がはじまった。しかし困ったことには某が現場に
いたという証拠はないし，また自供も得られなかったの
である。
さて，この事件では現場の庭さきに一盛りの糞便が発
見されていた。犯行を前にして用を足し，みつからない
ように木の葉などでかくしておくことは犯罪者仲間の迷
信である。したがって犯行現場にある糞便は重要な捜査
資料となるものであるが，本件の糞便は血液型がB型
で，ぶどうの種子と果皮の一部が未消化物として混じっ
ているものであった。ところが有難いことには重要参考
人某の血液型も B型であった。もしも某が食べたという
ぶどうの種子と糞便の中のぶどうの種子とを同定するこ
とができれば，某が現場にいたことを証拠立てられるわ
けである。なるほど理屈ではそうであるが，ぶどうの種
子には指紋のような特徴点があるのだろうか，また一歩
譲ったとして品種による差別があるのだろうか。ゆきづ
まった捜査の局面を打ち破る導火線として鑑定結果が期
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待されたのである。
答は諾であった。ぶどうの種子は品種によってそれぞ
れ違った特徴がみられるのである。ぶどうの種子には写
真のように臓のようなものがあり，全体の形はハート形
である。一般に種子の外側は種皮で被われているが，そ
の種皮には勝点、，合点，縫線(写真 1)などがあり，ぶど
うの種子のようにこの 3点がみられるものは倒生匹珠，
費生腔珠である。りんごのように勝点と合点が一致して
いるものは縫線がみられず，これは直生脹珠である。腐
写真 2 
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点，合点，縫線などは同一科に属するものでも品種によ
りそれぞれの特徴がみられるのである。写真2は6種類
のぶどうの種子である。 1巨峰， 2山ぶどう， 3デラウ
ェア， 4甲gJI，5キャンベル， 6ネオマスカットである
が，大いさ，形状，願点などに明らかな違いがみられ
る。これらの諸点について肉眼的に比較したのが下の表
である。色沢については果実の熟，不熟が関係してく
るので無条件で特徴点とみなすことはできないが，その
他の比較点は明らかに品種による特徴をあらわしてい
る。
さて，それでは問題の種子はどの品種に属していたで
あろうか。形状，大いさは山ぶどうのそれであり，他のい
ずれの品種にも属さないものであった。ところがはじめ
に資料として検査した山ぶどうとは瞬点，縫線の性状が
異なるのである。そこで現場付近の丘陵に野生している 
10種の山ぶどうを採取してその特徴点を比較したとこ
ろ，市販のぶどうとは違って山ぶどうは木によって特徴
がみられるのである。幸いにも採取した 10個所の中の
ある個所から採取したぶどうと全く同じ特徴を備えてい
ることを明らかにすることができた。その地点は事件の
発生当時某をみかけた地点であり，某もその地点、で山ぶ
どうを食べたことは認めていたのである。糞便の中から
出た種子がその地点、に野生している山ぶどうの種子と同
じであったことを示して追求したところ意外にも犯行の
一部を自供しはじめたのである。
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謄 占 中央部凸
縫 線|上方のみ|上方のみ|上方のみ|上方のみ|上下川り|上方のみ
色 沢|淡褐色|褐 色|暗褐色|褐 色|褐 色|褐
縫線の両側に 平l行行[平行|銭円高宮付叶平|平ある側溝
大いさ (mm) 8.5X5 I 4.5X4 I 5.5X4 I 4.5X6 I 4.5X8 I6.5X4.5 
